
01vol.166大学ジャーナル 2026年（令和8年）4月25日

166 5月号
第31巻2号・通巻166号vol.

公式 Instagramで
最新情報を発信中！

AIは「精度を上げる」時代から、
「真理を解き明かすためのもの」
の時代へ

　スマートフォンの顔認証から、人間の
ように自然な文章を生成するChatGPTま
で、AIはまたたく間に私たちの日常に溶
け込んだ。しかし、最先端の研究現場で
は、今、世間を賑わすAIブームとは少し異
なるパラダイムシフトが起きている。
　「これまでのAI技術は、大量のデータを
使って処理を速くしたり、認識の精度を
上げたりすることが主な目的でした。し
かし、そうした『精度至上主義』の時代は、

すでに終わりつつあります」と上田先生。
　現在、世界のトップ研究者たちが熱視
線を送っているのが「AI for Science（科
学のためのAI）」という領域だ。これまで
も、医学や生物学などの分野でAIが使わ
れることはあった。しかしそれは、「膨大
なデータがあるから、そこから有用な結
果が出るようにAIで分析してほしい」と
いった、AIをデータ処理の下請けとして
扱うマスタースレーブ（主従）的な関係に
よるものが多かった。
　上田先生が目指すのは、そうした単純
な応用ではない。自然科学が長年培って

きた理論や法則、人間の知見、そしてデー
タを根底から結びつける「新しいAI」を創
り出すことだ。AIが科学をサポートする
だけでなく、科学の難問がAIの新たなア
ルゴリズムを生み出す。両者が対等にぶ
つかり合い、共に発展していく時代を上
田先生は見据える。

物理から生まれたAIが、
サイエンスを呼び覚ます！

　このパラダイムシフトを語る上で、避
けては通れないのが物理学との関係だ。
2024年、ジェフリー・ヒントン教授らに

ノーベル物理学賞が授与された。これは、
現在のAIの基礎となる学習理論が、物理
学の考え方を土台に構築されたことを象
徴している。しかし上田先生は、そこから
さらに一歩進んだ、逆向きのベクトルに
注目する。
　これまでのAI開発が「物理の知恵を借
りて、AIの精度を上げる（ヒントン教授
らの功績）」ことだったのに対し、上田先
生が取り組むのは「AIという強力な計算
能力を使い、サイエンスそのものの理解
を深める」という挑戦だ。
　「物理の人たちは、割とそのような『目』
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核融合から逆問題まで、
　　　ブラックボックスを開け放つ
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AIトップランナーから高校生へのメッセージ

AIは「使う」から
「解き明かす」へ

A I  f o r  S c i e n c eの時代のために
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「AI×科学」が加速させる、夢のクリーンエネルギー

理論から工学へ。未来を創る
大学発スタートアップの挑戦

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科・准教授　
京都フュージョニアリング株式会社・共同創業者
武田　秀太郎さん

Profile
2014年京都大学工学部物理工学科卒業。2016年京都大学大学院総合生存学館、修
士課程相当修了。2018年京都大学大学院エネルギー科学研究科早期修了、博士（エネル
ギー科学）。2019年ハーバード大学大学院修士課程修了（サステナビリティ学）。2018年京
都大学大学院総合生存学館特任助教、2020年国際原子力機関（IAEA）プロジェクト准担
当官、2021年京都大学大学院総合生存学館特定准教授、2022年九州大学都市研究セ
ンター准教授を経て、2025年より現職。を経て現職。2019年10月京都フュージョニアリング
株式会社を共同創業。日本国籍で唯一のマルタ騎士団騎士。東海高校卒業。

でAIを見ています。物理というものを捨
ててデータさえあればいい、という考え
方ではない。物理で使われた理論そのも
のを活かしながらAIを使う、あるいは『物
理の言葉』でAIを説明しようというスタ
ンスです」と上田先生。　たとえば医学
などでのAI活用は、内視鏡の画像認識に
見られるように、AIを「便利な道具」とし
てそのまま使うことが主流だった。そこ
ではAIが、なぜその答えを出したのかが
分からない「ブラックボックス」であって
も、診断の精度さえ上がれば許容されて
きた。
　しかし、自然の真理を追究する観点か
らは、中身が分からないままではサイエ
ンスとは呼べない。AIを単なる「計算機」
で終わらせず、その背後にある数理構造
を理解し、再び科学の言葉で記述し直す。 
ヒントン教授らが物理を武器にAIの扉を
開いたように、今度は私たちがAIを武器
に、科学のブラックボックスをこじ開け

ていく。この『なぜ？』という好奇心こそ
が、AI for Scienceという新たな知の探求
を突き動かす原動力なのだ。

不可能とされた核融合に挑む
「逆問題」が示す
AIと科学の真の融合

　こうしたアプローチが、最も劇的な成
果を生み出しつつあるのが「逆問題」と呼
ばれる領域だ。
　私たちが高校の授業で解くような

「ボールをこの角度と速度で投げたら、ど
こに落ちるか」を計算するものは「順問題

（原因から結果を導く）」と呼ばれる。一方
「逆問題」とは、「ボールがここに落ちた。
ではこのボールはどんな角度と速度で投
げられたのか？」というように、結果から
原因を推理する問題のことだ。
　その最前線にあるとされるのが、次世
代の「夢のエネルギー」として世界中で
研究が進む核融合、フュージョンエネル
ギーの開発。この研究では、装置の中にあ
る超高温のプラズマ全体を直接観測する
ことは不可能だ。そのため研究者たちは、
装置の端に取り付けられたセンサーから
得られる限られたデータ（結果）をもと
に、プラズマの内部で何が起きているか

（原因）を推定しなければならない。
　核融合の制御は、極めて複雑な偏微分
方程式を解き明かすようなものであり、
長年専門家たちの間でも「そう簡単に実
現できるものではない」と困難視されて

きた。しかし今、この巨大な逆問題に対し
てAIを活用することで、事態は大きく動
き出していると上田先生。（▶フュージョ
ンエネルギーの実用化に挑む武田氏のイ
ンタビューは本紙中段へ）
　ここで上田先生が強調するのは、「AIの
圧倒的な計算力で解決した」という表面
的な話ではない。 驚くべきことに、AIと
いう新しいアプローチを用いて逆問題に
挑む過程では、これまで科学の側でも完
全には理解しきれていなかった複雑な方
程式の理解が進んでいる。同時に、科学の
厳密な知見を組み込むことで、AIの側に
も新たな手法やアルゴリズムが生まれて
いるという。
　AIが一方的に問題を解く（下請けにな
る）のではなく、科学の難問がAIを進化さ
せ、進化したAIが今度は科学の根本的な
理解を深めていく。不可能と思われてい
た核融合の壁を突破しようとするこのダ
イナミックな相互作用こそが、上田先生
の語る真の融合の姿である。

AI時代に問われるのは
「土台を作る力」

　AI for Scienceの時代に求められるの
は、既存のAIツールを上手に使うことだ
けではない。自然科学が長年積み重ねて
きた理論や知見、人間の理解そのものを
AIの中へどう組み込むか。上田先生が繰
り返し語ったのは、その「基盤をつくる
力」の重要性である。
　その土台となるものの一つが、線形代

数や確率・統計といった数理の素養だ。上
田先生は、大学教育の現場で、行列や確率
の基礎を十分身につけないまま入学して
くる学生が少なくない現実に危機感を示
す。
　AI時代に必要なのは、流行の技術を表
面的に追いかけることではない。確かな
基礎の上に立ち、異なる分野の知見を結
びつけながら、新しい方法論を生み出せ
る人材を育てること。そのためには、教育
のあり方そのものも早急に問い直される
べきだと言う。

「横並び」ではなく「融合」から
新しい知を生み出す時代へ

　戦後の日本は、均質な力を育てる教育
によって『ものづくり』の時代を支えてき
た。それは、日本の科学技術の発展を支え
るための大きな強みでもあった。
　しかしAI for Scienceの時代には、それ
だけでは不十分だ。分野の境界を越え、
物理、数学、情報科学といった異なる知の
領域を結びつけながら、新しい発想を形
にしていく力がこれまで以上に求められ
る。
　AI研究者が単なるデータ処理、分析の

「下請け」になるのでもなく、科学の側が
AIを便利な道具として消費するのでもな
い。理論、データ、実験、アルゴリズムが互
いに影響し合うことで、新しい知を生み
出す。
　そのような「融合」こそが、AIとサイエ
ンスの未来像に違いない。

とにかく知的好奇心を大切にして、
自由にいろいろなことに取り組んでください。周りから言
われたことを過度に気にしないことも大事です。

　社名は、世界中の「ENGINEERING（工
学）」とフュージョン研究者を「FUSION

（融合）」させたいという想いを込めた
ものだ。同社は、世界で開発競争が進む
フュージョン炉に不可欠なプラント技術
や特殊機器の開発に特化し、グローバル
に展開する。
　かつて「実現はいつまでたっても《30年
先》」と揶揄されてきたフュージョンエネ
ルギーだが、近年は民間投資が加速。欧米

政府が「2035-2040年頃の実現」を公言す
るなど、状況は変わりつつある。
　武田氏が起業に踏み出したきっかけ
は、ある国際会議で、現在の取締役の一人
とエレベーターで出会い会話を交わした
ことだった。「大学発スタートアップには
学術探求と社会貢献を両立できる魅力が
ある」と武田さん。一つの出会いや純粋な
探究心が、世界のエネルギー問題をも解
決する大きな力になるかもしれない。

A I  f o r  S c i e n c eの時代のためにAIトップランナーから高校生へのメッセージ

　アメリカ西海岸、シリコンバレーに
あって数多くの起業家を輩出することで
も知られるスタンフォード大学。その中
で起業や社会貢献活動を志向する学生に
大人気なのが「ハートフルネスの授業（講
義）」。運営の中心はハートフルネス・ラボ
の創設者で、全米だけでなく海外でもそ
の名を知られる心理学者スティーブン・

マーフィー重松先生。近年は海外研修旅
行で参加する日本の高校も増える。日本
人の母と米国人の父の間に生まれ、「日米
の懸け橋にも、なりたい」と、日本にも頻
繁に訪れられる先生に、、人が幸福である
ための心のあり方に付いて、また高校生
へのメッセージをお聞きします。

《マインドフルネス》から
《ハートフルネス》へ

あのマーフィー先生に
お聞きします

次号予告

後輩へのメッセージ

過去記事は
こちら▶︎
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　4月2日、参議院文部科学委員会で野党
国会議員は文部科学省にこんな質問をし
ている。
　「武雄アジア大学の大幅定員割れ状況
について、文科省はどう認識しているの
か？」
  これを受けて 同省高等教育局長、合田
哲雄さんはこう答えている、
　「武雄アジア大学の見通しが甘かった
ものとして大変遺憾。認可した設置計画
の履行状況について調査を行う。今後も
定員通りの学生が集まらない場合は実績
に応じた定員規模縮小を求める。経営改
善が必要な状況に陥った場合、経営指導
の対象法人とする」。
　文科省は誠実に対応している。国会答
弁特有の「遺憾」には大学に対する批判、
抗議の意味は込められておらず、残念だ
という思いを素直に示したといってい
い。
　今年、５つの四年制大学が開校した。入
学状況は、大学公表、またはメディア報道
に基づくと次の通りとなる（左から入学
者数、定員、定員充足率）。
コー・イノベーション大（岐阜県飛騨市）：
51人（120人）42.5％
大阪医療大（大阪府大阪市）：不明（80人）
西日本看護医療大（福岡県北九州市）：お
よそ90人（80人）112.5％

福岡国際音楽大（福岡県太宰府市）：91人
（80人）113.8％
武雄アジア大（佐賀県武雄市）：37人（140
人）26.4％
　残念ながら、コー・イノベーション大、
武雄アジア大は定員を大きく下回った。
　これに対して、地域、メディアなどの反
応は厳しかった。
　武雄アジア大について、冒頭に紹介し
た参議院文部科学委員会でのやりとりか
らは、質問者には、文科省に対して定員割
れした大学を設置認可した責任を問う意
図が感じられる。武雄市が13億円、佐賀県
が6.5億円の公金を投入したからだ。
　そして、SNSでは、武雄アジア大の存続
に反対する署名活動が起こった。署名で
訴えている内容は、①閉校に向けた整理
に直ちに着手、②.武雄市は学校法人に補
助金13億円の返還を求める、③大学誘致、
公費投入などの妥当性を検証し、その結
果と責任の所在を明らかにする―――な
どだ。
　かつてその地域に大学が開校すると、
地元の人たちはおおいに喜んだ。次のよ
うなメリットがあるからだ。①若い人が
地域にとどまってくれる、②若い人が地
域にやってくる、③キャンパスで食事や
清掃などさまざまなビジネスが発生し
雇用が生まれる、④大学教員が市民講座

などで専門分野を発信し地域に文化をも
たらしてくれる、⑤工学系学部であれば
地場産業との産学連携で商品開発ができ
る、など。
　大学は地域活性化の原動力になってく
れる、ということだ。少子化に歯止めがか
からず、地方都市が疲弊しているなか、大
学は希望の星である。
　ところが、である。
　昨今、地方都市で大学開学という話が
伝わっても地域社会、メディアはそれほ
ど歓迎していない。むしろ、冷ややかに受
け止めている。「税金の無駄遣い」「大学が
多すぎる」「学生が集まるわけがない」と
いう観点からだ。
　開学してまもない大学が募集停止とな
る、残念なケースがあった影響が大きい。
　2023年電動モビリティシステム専門職
大（山形県西置賜郡）は開学したが入学者
は3人、24年は2人だった。25年に募集停
止となる。自治体から億単位の支援を受
けていたことで批判された。
　こうしたことから新設大学はヒール
役、嫌われ者になってしまった感がある。
　実際、コー・イノベーション大、武雄ア
ジア大は定員割れが報じられると、SNS
でバッシングが起こった。罵詈雑言、罵
倒、非難の言葉がぶつけられとても悲し
い。

　大学に対してもう少しやさしくなって
ほしいと考えるのは筆者だけではないだ
ろう。大学と地域が「町おこしのため一緒
にがんばりましょう」という流れにはな
らないのだろうか。
　このような状況を変えるためには大学
が地域に溶け込むしかない。どんな小さ
なイベントでもいい。教職員、学生が地域
の人たちと関わって交流する。これを大
学が仕掛けるしかない。
　共愛学園前橋国際大（群馬県前橋市）は
2000年代、定員割れが続き、大学運営でと
ても厳しかった時代を経験している。と
ころが学長が変わり、地域と積極的に交
流したことによって支持が得られ、学生
を集められるようになった。入学者数がV
字回復したのである。
　こうした事例は地方大学でいくつか見
られる。ぜひ、参考にしてほしい。
　その地域に大学が誕生する。地元民が
歓迎し温かく見守る。
　大学は地域活性化のカンフル剤になり
得る。開学早々、定員割れだから「大学は
なくすべき」ではなく、「大学を盛り立て
ていこう」―――そんな雰囲気が作り出
されるためにも、大学は日ごろから地域
に「一緒に町を作っていきましょう」と呼
びかけてほしい。

教育ジャーナリスト  小林 哲夫 さん
Profile
1960年神奈川県生まれ。教育ジャーナリスト。朝日新聞出
版「大学ランキング」編集者（1994年～）。近著に『日本の

「学歴」』（朝日新聞出版　橘木俊詔氏との共著）。

大学ランキングからはわからない大学の実力
新設大学バッシング　学生募集は地域との連携がカギ

第14回

書評雑賀恵子の

　対話型生成AIを搭載したヒューマノ
イドロボットが、人間と対話をしている
のを見たことがある人は、その自然さに
驚いたかもしれない。哲学的な対話もで
きれば、冗談を言ってからかったりもし
てくる。そんなヒューマノイドロボットで
はなくとも、日常の分野で、ChatGPTや
Google Geminiなどの生成AIにキャラ
クター設定をしている人たちの中には、
話している相手を人間のようにみなし
て、現実の人間関係よりもずっと濃い相
談相手として依存している人もいる。
　もちろん、このようにAIと会話ができ
るのは、大規模言語モデルによるもの
である。膨大なテキストデータと高度な
ディープラーニング（深層学習）技術を
用いて、与えられたテキストの次の単語
を予測する学習をさせ、適切な単語を
回答する能力を得させる。この過程でAI
は、文の背後にある文法構造や単語の
因果関係なども獲得していく。人間同士
の大半の会話でも、表面的には相手が
話していることに、どう対応して答える
のが適切であるかを予測して喋っている

と考えれば、納得できる。
　表面的には会話が成立しているとし
ても、ではAIは思考するのかといえば
懐疑的になるだろう。よく知られている
ように、フレーム問題と記号接地問題が
解決されているとは言えないからだ。人
間は現実のさまざまな情報から今は関
係のないことを切り捨てる（フレーム化
する）ことにより、当面の課題を思考して
解決できる。この切り分けができるか。
もう一つは、AIが扱う記号（言葉や数値）
は、現実世界の意味（実体や感覚）と結
びつくかという問題だ。

　本書は、この問題を中心に、AIの生み
出す言語を考察しながら、逆に人間の
言語というものについて追求する。そし
て、社会と個人の関係、人間というもの
はなにか、ということが、議論と論考に
よって、展開される。
　第一部は松尾豊との対談および今井
むつみと秋田喜美との鼎談、第二部は
大澤真幸の論考4本という構成で、本書
は成り立っている。松尾豊は、日本にお
けるAI研究の第一人者。発達心理学・認
知科学の今井むつみと認知・心理言語
学の秋田喜美は、オノマトペを手がかり
に記号接地問題を参照しながら人間の
言語について論じた共著『言語の本質一
ことばはどう生まれ、進化したか』（中公
新書）で大きな注目を集めた研究者であ

る。
　対話によって、自分の思考が深められ
るということが本書の第一部を読んで
も感じられるのではないか。自分の思考
は必ずしも明確なものではない。それ
を他者に向けて言語化し、他者もそれを
聞き取り受け止めながら、言語で応答す
る。そのやり取りの中で、自分の思考が
形作られ、自分の言いたいことはこれな
んだと明確になっていく。他者と自己と
の間から成り立つ「自分」があり、自由が
ある。生成AIとの会話では、そうした「自
分」を生み出していけるのだろうか。自
分の思考はむしろ、相手の情報を受動的
に受け入れるものになるのではないだ
ろうか。
　生成AIは、加速度的に進化していき、
人間が制御できない領域にまで達する
可能性は極めて高い。そうした社会を想
定しつつ、では、われわれとはなにか、社
会の中で、個々の人間が自律し、自由に
生きるとはどういうことか、考えねばなら
ない。本書はその意味でも、実に示唆に
富んだものである。

生成AI時代の言語論

雑賀 恵子
文筆家。京都薬科大学を経て、京都大学文学部卒業、京都大学大学院農学研究科博士課程修了。大阪教育
大学附属高等学校天王寺学舎出身。著書に『空腹について』（青土社）、『エコ・ロゴス　存在と食について』（人
文書院）、『快楽の効用』（ちくま新書）がある。本誌では、20０8年11月発行の79号から、ほぼ毎号、書評を寄稿。

大澤真幸、松尾豊、今井むつみ、秋田喜美
左右社、2024年
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１６歳から
の

大学論
第49回

P r o f i l e
1973年石川県生まれ。学問論、大学論。総長学事補佐、文部科学省学術調査
官の業務経験も。国際高等研究所主任研究員、日経STEAMアドバイザー。近著

「問いの立て方」（ちくま新書）。2025年5月、NHKによる7ヶ月間の密着取材が
ドキュメンタリー番組に（ETV特集「ねちねちと、問うーある学者の果なき対話ー」）

京都大学 学際融合教育研究推進センター
准教授
宮野 公樹 先生

　2026年、大学新入生の皆さんに、まず
問いたいことがあります。皆さんは何のた
めに大学に入学したのでしょうか。学びた
いから、仲間を創りたいから、色々あること
かと思います。今回は、その中でも特に大
学の本分である「学問」について話したい
と思います。

　突然ですが、「学問」とは一体何でしょう
か。
　私たちは往々にして、効率的に「答え」を
出すことや、誰かが用意した「正解」をなぞ
ることに習熟してしまっています。しかし、
ネット上に知識が溢れ、AIが瞬時に論理的
な回答を導き出す現代において、単なる知
識の習得としての「学習」には限界がありま

す。大学という場において真に求められる
のは、既存の知識を疑い、「なぜ自分はそう
問うのか」と自らの在り方を問い直す、いわ
ば「自分自身のものさし」を育てる営みな
のです。これこそが、学問の本質にほかな
りません。学問とは自分の内に自分を見つ
めるもう一つの目を持つことなのです。
　現代の日本社会には、「いい大学、いい
会社、高い年収」という強固な「成功のレー
ル」が存在します。それに乗っている限り、
周囲からは称賛され、楽に生きていけるか
もしれません。しかし、それで「自分の人生」
を生きていると言えるでしょうか。もちろ
ん、心からその既存のルールを信じ、自分
はこれだと考えるのであればそれはそれ
でよいことです。ただその場合でも、一人
ひとりが「別のレール」を認めるという、い

わば心の余白とでもいうべきものを持た
ないと、社会はギスギスしていきますし、現
に今そうなっているようにも思います。大
学は多様な人が集まる場であるからこそ、
その多様性を体で感じることがとても重要
なのです。
　そこで重要になってくるのが対話です。
対話は、もちろん他者とのコラボレーショ
ンに欠かせないものですが、学問する際に
も、他者との意見交換を通じて自身が正し
いと信じてきた価値観を一度横から眺め
てみるためにも必要です。いうならば、対
話とは自己の内省を深め、「我が身を振り
返る」ための鏡のような存在なのです。
　学問は決して一人で完結するものでは
ありません。自分の視野の狭さを知り、新
たな視点を得るためには、他者との「対話」

が不可欠なのです。異なる分野や価値観
を持つ人々と出会い、自分自身が変わる覚
悟を持って対話に臨むこと。その構え、プ
ロセスこそが、大学を「学問の場」たらしめ
るのです。
　「将来のキャリア」を築くために大学を利
用するのも一つの方法かもしれません。し
かし、キャリアの本質を問わぬままでは、単
に「働く、食うために働く」という循環に陥っ
てしまいます。これでは一生幸せは訪れな
いのではないでしょうか。なぜなら我々は
本来、「人生を生きるために働く」のですか
ら。では、その「人生」とは、そして、「生きる」
とはどういうことか。この問いを深めるこ
とも、大学で学問するということなのです。
(続く)

大学新入生への
メッセージ
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